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供試幼苗の育薦・大麻｛捌ミ1弩ゆ跡を脚購に播下　　発1・揃から3E旧の纐ll蹴供諏た場・献it，次ぎに

して屋外に概き，随峙濃水’t．て適湿を保静した。数日後　　掲｝づ腰た望生図で朋かなよう｝こ，浸漬．時の幼茎ニー♪縦断孫塁

比較的斉一な発芽セ開始したが，そのうちでも特に早期　　片部舐，いずれの区も全く爾様に外方へ1踏即．．，その聞

発芽のものと，IWtたものは除去して苗の均一に1罷寂し　　に何等の差異も認めえなカ・つたqところが，‘Lナフタリ
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は，大麻の幼1／lli縞に〕対するヘテ1・！河…キシ

ソの作用力が：，d7ナフクリソ醗酌よりも弱

いごと癒示していると兇てよい。

　発鯛前後5日目の幼苗黙t用、・ゾ：二鳴合の

爽験結搬唯♪，前¢つ場ご｝とほとんど康く1司じ

傾向の屈曲状態聲ヒジ」∵した。

　処が，鞭宰揃後8日llの幼il豊燃宅・供猷L

た場1罰“：，3日国及び5日旧のものに比べ

て・縦断裂1鞘【ゆ外方及び内方への鰍川．（’

ての傾胸は棄く同様であピうた。これほ，発

穿揃優8田iゆ幼苗では，既1こ塀r一水踏が

腰開’t’”ておわ，第2節のlrl展洲1玉i盛になろ

うとする時期に人1），子i漿i蔵下の供獣鞍部

は断に伸畏が遡え，停d、二状熊に鷺いためと

想f象される。即’tE♪供1舞℃’鞍i∫構成してい考5播

細胞は，その多くが生畏極隈に潮、して伸長

力癒失い，外部からの作胴物懸こ対して反

応する能力が低下している九めと」｛擦＄れ
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　大麻幼衛鑑は，エソドー法に従って処理す

　ると，珂検液中に櫃物生畏ホノレモン鋼が費

　まれていなければ，i縦ll折鍵片激外：かに灘曲

　し海ま密であるが，ある繰度以上の謡三畏ホ

　ルモソ剤が含まれておれば，内方へ屈曲す

　るoそして屈曲の度合計よ，火体においてs

　ホルモン剤の奮有濃度に比例する。但し，

i　ある穰度以上に濃鷹になると，却L・”’）て屈曲

i　は抑制され，屈艘度i歌減退し，モの進脊が

　　Ft　ff．　a・飯贈胤σ論錆。断欄P3剛㈱酬踊1醒融卿師ε蹴ur，。N‘特蘭勺にも運れる傾向が認められた。

　　　　　二曜懸蹴髄・－　　　、幽…・　　　　この聯，蝋のsv，醸に貼れる卿tl
1万倍，’及び1，GOO万1音の蕎溶液の順序で，ある縦度以　　　は，エソドー法のそれよりも一層顕薯であるから，珂検

，ヒに濃度が高まると，’却つて屈曲度lt低下し，その進行　　液処理のものを，常にwh定の既簿生畏ホルモン剤瞥擁濃

は暗間ll勺にも運れる傾肉が認められた。ゴこれに対して，　　度の溶液処理のものと比鞍対照することによつて，阿検

対照め蒸溜水漫演区のものは，24時聞後も，漫潰当時と　　　物の生長ホルモン的効果の有無とその作用力の強さな揖i

ほとんど変化のなb状態を保持1してV・た。　　’　　　　　定できる。

　ヘテロd；←キジン溶液に浸漬した賜合も，前溜と岡じ　　　なお，大麻幼苗茎を植物生擾ホルモソ試験に才釆用する

く，1晧聞後に裂片部の屈曲によるltl方への樹予が認あ　場合には・i茎部伸長の旺盛特のもので・適当な災さ，即

られた。撚し，前2者と梢唄る点t・at”この試験の範囲　ち4心5emに達したら，なるべく早い剛脇こ便粥するの

内では，ヘテ1・オーキシンの濃度の高いものほど，屈曲　　がよ、・。寂た，大麻幼苗藍の麿成は20～25°Cの笈i盗照き

が署しく現われたことと，1，000万倍の稀薄溶液で｝ま，　　　で適1｝乱に保っか，ーまたは，SiM　Ik］で行うと，苗立ちも比較

ほとんど変fヒがi認あられなかったごとである6この1轡芝　　的よく揃うが，伸長ほ総躯に逸むから供試に好都合な期
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